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１．部 局 名 防災研究所
２．名　　称
気象水文リスク情報（日本気象協会）研究部門
（Meteorological and Hydrological Risk Information （Japan Weather Association））
























































































































































































































































































































































































































































































































































TEX David研究員「Towards green optoelectronic 
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10月20日（日）に，防災研究所 宇治川オープンラボラトリ （ー京都市伏見区）において，公開ラボ「災害
を起こす自然現象を体験する」を開催した。
このイベントは，一般市民を対象に，ラボラトリーが所有する世界でも有数の装置を用いた実験の見
学や体験学習を通して，水の力の強さや水災害・土砂災害の恐ろしさに触れていただくことを目的に企
画しているものである。今回は「流水階段歩行体験」，「浸水ドアの開閉体験」，「人工降雨装置による豪
雨体験」，「都市水害のメカニズム理解のための内水・外水氾濫ミニチュア模型実験」，「土石流再現実験」，
「波と津波の変化の実験」，「災害映像の視聴」の八つの実験・体験学習を実施した。
当日は，雨天にもかかわらず，昨年の255名に対して過去最高の330名の参加があり，参加者からは，「す
ばらしい施設を見学できて良かったです。防災に役立ててほしいです」，「とても説明がわかりやすかっ
たです。津波の怖さを知りました」などの声が寄せられた。
宇治川オープンラボラトリー公開ラボ
浸水ドアの開閉体験 人工降雨装置による豪雨体験
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11月２日（土）に，理学研究科 花山天文台（京都市山科区）において天体観望会を開催した。
今回のイベントは太陽をテーマに，ソーラープロジェクターによる「太陽黒点」の観察，小望遠鏡によ
る「太陽黒点」の観察，Hα小望遠鏡による「太陽紅炎」の観察，70cmシーロスタット望遠鏡による太陽
スペクトルの観望，18cm屈折望遠鏡による太陽観測の解説の他，太陽に関する講演会を実施した。
当日は薄雲が広がる天候ではあったが，晴れ間もあり，88名の参加者が太陽スペクトルや紅炎，黒点
の観察を楽しんだ。
参加者からは，「太陽のことを色々知ることができてよかったです」，「建物自体が分光スペクトル装
置になっていることや，400年前から黒点の観測がされ
ていたことなど，知っていたことでも実際に体験する
ことで「あ，そうなんだ！」とストンと理解できました。
大変面白かったです」などの声が寄せられた。
花山天文台 天体観望会
太陽の紅炎の観察
シーロスタット望遠鏡の解説太陽の黒点の観察
太陽の黒点数の変化の解説磯部洋明 学際融合教育研究推進センター特任准教授による講演会
花山天文台外観
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